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研究成果概要 
現在Ａｓｈｒａ計画におけるイメージセンサーで使われているデザインルールは０．

３５μｍである。このイメージセンサーの応答速度の向上を中心とした特性の改善をす

るために０．１８μｍの標準ＣＭＯＳ製造プロセスを使用し、そのデザインルールに合

わせた回路の設計・試作を行った。このＬＳＩの製造はＶＤＥＣ（東京大学大規模集積

システム設計教育研究センター）を通してローム株式会社に依頼した。 
製造したＬＳＩにおいて感度、暗電流や応答速度などの基本特性の評価を行ったとこ

ろ０．３５μｍプロセスで作製されたイメージセンサーと比較して、感度は約５倍にな

り、暗電流は５５％に抑えることができた。しかし応答速度は著しい改善を実現できな

かった。この原因として、設計の段階で配線における寄生容量を正確に見積もることが

できなかったことである。 
 今後は、本研究の結果を元に寄生容量の値を見積もり、応答速度の改善を行う事がで

きる画素構造の再設計を行う必要がある。 
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